
り社協だよ

平成27年度事業報告及び収支決算報告

平成28年度事業計画及び収支予算

その他

1コ

2016.7.1 
NO，84号⑨ 

，

「

本
誌
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

花植えの僚子道道増毛港線I野毛町生きがい活動事業団花いっぱい運動

マリーゴールドをとてもきれいに植えていただきました

編集発行:社会福祉法人増毛町社会福祉協議会
干077・0224増毛郡増毛町南畠中町2丁目27番地の1

増毛町老人福祉センター内
B 0164-53-36∞FAX 0164・53-3602

刷 .有限会社弘版 〒077・0215増毛郡増毛町署寒町3丁目114番地 80164-53-2459Efl 



り社協 だ よ

平
成
一

一
十
七
年
度

|事

業

-
会
議
関
係

『正
副
会
長
会
議
の
開
催
』

幻
年
5
月
ロ
日

第

l
同

幻
年

9
月

日

日

第

2
岡

幻
年
印
月
7
日

第

3
閉

お
年
1
月

幻

日

第

4
回

お
年
2
月

幻

日

第

5
回

『理
事
会
の
開
催
』

幻
年
5
川
れ

H
第
l
回

幻
年
印
月
刊
日
第
2
回

幻
年
叩
月
幻
日
第
3
回

お
年
3
月
辺
口
第
4
同

『評
議
員
会
の
開
催
』

幻
年
5
月

幻

日

第

l
例

幻
年
印
川
印

H

第

2
回

お
年

3
川
幻

日

第

3
岡

『監
事
監
査
の
実
施
』

幻
年
4
月
凶
日
本
会
監
事
監
査

7
月
幻
日

H

n
u
l
l
n
U
1

」

'

1
A
r
j
円

L
r
L

F

m年
l
H
山
口

H

幻
年

5
月
初
日
増
毛
町
監
査
委

員
に
よ
る
財
政
的
援
助
団
体
監
査

2 

『
事
業
検
討
部
会
の
開
催
』

幻
年
7
月
印

H

第
l
回

幻
年

9
刀
M
M
第

2
回

幻
年
印
月
ぱ
山
口

幻
年
ロ
月

7
日

間

ω
年

1
月
幻
口

お
年

2
月
同
日

第
3
回

第
4
回

第

5
同

第
6
回

-
各
種
会
議
・
研
修
会
関
係

O
留
萌
地
医
市
町
村
社
協
連
絡
協

議
会
理
事
会

O
全
道
市
町
村
社
協
会
長

・
事
務

局
長
研
究
協
議
会

O
長
寿
社
会
対
策
活
動
推
進
協
議

会
A

O
留
萌
地
医
事
務
局
長
会
議

O
北
海
道
地
域
福
祉
生
活
支
援
セ

ン
タ

i
道
北
地
医
セ
ン
タ
ー
生

活
支
援
員
研
修
会

O
留
萌
地
区

「地
域
に
理
解
さ
れ

支
持
さ
れ
る
社
協
づ
く
り
研
修
」

O
留
萌
地
区
管
内
巡
回
支
控

O
用
毛
町
と
の
協
議

O
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ

|

研
修
会

O
留
萌
地
区
市
町
村
社
協
連
絡
協

議
会
理
事
会

O
留
萌
管
内
祉
協
職
員
連
絡
協
議

会
研
修
会

O
社
会
福
祉
協
議
会
向
け
新
会
計

基
準
研
修
会

-
庶
務
関
係

0
5
月
お
日

資
産
変
更
の
登
記

一
・
基
盤
整
備
と
活
動
の
強
化

0. 

l報
色
白

L

一

O
自
主
財
源
確
保
の
た
め
新
会
員

一

の
加
入
促
進
に
つ
と
め
前
年
度

一

よ
り
会
員
数
が
増
加
し
た

O
本
会
事
業
推
進
の
た
め
幻
件
の

寄
付
が
あ

っ
た
。

O
相
談
窓
口
に

3
件
の
相
談
対
応

O
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
受

託
O
生
活
保
護
受
給
者
就
労
意
欲
喚

起
支
援
事
業
の
受
託

-
在
宅
福
祉
活
動
の
総
合
的
推
進

O
要
援
護
者

へ
の
生
活
援
助
活
動

を
展
開
し
た
。

O
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
増
毛
町

か
ら
受
託

中

d
者
間
名
。
実

施
者
数
的
名
の
べ

即
因。

O
お
せ
ち
料
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

展
開
し
た
。
実
施
荷
数
侃
名
。

-
心
身
障
が
い
者
福
祉
活
動
の
推

進
O
身
体
障
が
い
者
の
福
祉
推
進
の

た
め
交
通
費
の
助
成
援
助
し
た
。

O
手
を

つ
な
ぐ
親

の
会
、
身
体
障

が
い
者
福
祉
協
会

へ
助
成
援
助

し
た
。

-
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

O
は
け
は
日
「ふ
れ
あ
い
広
均

2

一
0
1
5
ま
し
け
」
を
開
催
し
た
。

一
O
号
本
大
学
、
町
民
ス
ク
ー
ル
、

一二

世
代
交
流
事
業
、

増
毛
町
老
人

ク
ラ
ブ
述
合
会

へ
助
成
援
助
し

た
。

-
戦
没
者
遺
族
福
祉
の
推
進

O
増
色
町
遺
族
会
へ

助
成
岡山
助
し

た
。

-
増
毛
町
母
子
・寡
婦
福
祉
の
推

進
O
増
毛
町
母
子
す
み
れ
会
へ
助
成

援
助
し
た
。

-
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

O
民
坐
委
員
協
議
会
・保
護
司
会
・

子
育
連
・青
少
年
健
全
育
成
推

進
協
議
会
へ
助
成
し
た
。

-
低
所
得
者
福
祉
活
動
の
推
進

O
総
合
文
段
資
金
の
借
り
入
れ
相

議

3
件
。
貸
付
2
件

-
共
同
募
金
運
動
の
推
進

O
赤
い
羽
担
、

歳
末
た
す
け
あ
い

拝
金
と
も
に
各
自
治
会
並
び
に

篤
志
汗
の
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
川灯
成
制
を
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
た
一

O
え
び

・
地
酒
祭
り
時
に
募
金
活

動
を
実
施
し
た
。

-
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
.つ
く
り
の
推
進

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動

"..園、

強
化
の
た
め
助
成
媛
助
し
た
。

O
児
岳
・生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
普
及
事
業
党
励
の
た
め
、

町
内
全
小
中

3
校
に
対
し
助
成

援
助
し
た
。

O
独
居
高
齢
者
宅
の
窓
の
ビ

ニ
l

ル
張
り
事
業
を
し
た
。

-
広
報
活
動
の
推
進

O
祉
協
だ
よ
り
を
発
刊
(年
2
同
)。

社
協
活
動
の
啓
発
を
阿
っ
た
。

-
そ
の
他

O
老
人
ク
ラ
ブ
・遺
族
会
・母
子
会

・身
障
協
会
・共
同
必
金
委
員
会

・ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

事
務
局
業
務
。

-
公
表

。
平
成
幻
年
度
の
資
金
収
支
計
算

3
の
他
、
事
業
活
動
占
と
貸
借

対
照
表
は
社
協
下
務
局
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



社協だより 3 

平成27年度資金収支決算書
(単位:円)

科 目 決算額 説 明

一 般 dzh z 員 ~l( 入 54.000 

特 日IJ i3エ』 主i ql( 入 531.000 i町民の皆様から納入していただいている会貨。

賛 助 dzbz 、 民 l収 入 730.000 

寄 附 金 l収 人 1，384，111 社協への善意の寄附金

町 補 助 金 収 入 7，891.000 増毛町からの補助金

道社協補助金収入 88，000 北海道社会福祉協議会からの助成金
ー.

共同募金配分金収入 2，141，051 共同募金からの助成金

3，128，000 I町からの委託事業費(除雪 ・生きがいディサービス)
一町 戸ムιZ 託 金 J[l( 入 !

道社協受託金収入 7.500 日常生活向立支援事業委託料

受取利息配当金収入 5.250 福祉基金特別会計からの助成金

そ の 他 の 収 入 107，700 雑収入

収 入 計 (1) 16.067.612 

1議 員 出合 不} 支 出 7.969.264 職員3名 ・臨時職員l名

法定福利貨支出 l，098，336 7 職車両員3名 ・臨時職員l名
:事 業 費 支 出 581.59 ti'消耗品1'5:.手数料 ・災害見舞金 コ
~jJ 1先 -註 支 出 1，918，922 福利j￥生費 ・ 旅費交通費 ・ 研修研究1~ .事務消耗品11J:

通信運搬1'1:・会議1'1:・広報t1J:・業務委託費 ・保険料

賃貸料 ・組税公課 ・保守料 ・渉外費 ・諸会費 ・雑貨

一 般持金配分 金 支 出 2，433.569 ふれあい広均費 ・三世代交流t'i:・在宅福祉活動費 ・福祉推進対策費

歳末たすけあい配分金支出 1，267，064 低所得者援護

助 成 金 支 出 1，317，000 心身障がい者福祉ï~ ・ 児童福祉活動支援費 ・ 老人福祉活動支援費
- 母子、 :tJ婦福祉活動支援7~ ・ ボランティア育成費 ・ 泣族援護費 ・ 社会福祉推進費

支 liI 計 (2)116.585.752 1 

資金収 支差額 (3)=(1)一(2) ，0.518.140 I 
共同募金全道広域使途助成事業収入 500，000 機器(除雪機)購入助成金

施設整備等収入計 (4) 500，000 

同定資産取得支出 670，000 除雪機購入事業

施設整備等支出計 (5) 670，000 

施設整幅等資金収支差額(6)=(4)ー (5) ム170.000

退職給付引当資産取崩収入 1.128，180 

その他の活動 収入計 (7) 1，522.180 
1 

積立資産支出出 642，180 日塁職積立 ・地域福祉基金特別会計繰出金 ・運用財産 ・愛情銀行
← 

そ の他活動支 48，060 北海道民間社会福祉事業職員共済会

その他の活動支出計 (8) 690，240 

その他活動資金収支差額(9)= (7)一(8) 831.940 

予 備 't'i: 支 出 (10) 。予備費

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 143.800 

前期末支払資金 残高 (12) 448.746 

当期末支払資金残高(11)+ (12) 592.546 

5月20日 5月20日
理事会の様子 評議委員会の様子
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平成28年度
1.社会福祉協議会の基盤整備と活動の強化

事業区分

l会務の運営

2.基盤笠備と活

動の強化

ト 具体的日

1)正副会長会議の開催

2)理事会 ・汗;必iJ.会の開催

3)監査の実施

4)部会 ・委U会の開依

5) 各同体の・l~務局

1 ) 事務局体i!ìlJ の'!r~悩
2) 会u会代i!~J皮の充実
3)事業推進財源の舵保

4)チャリティ 'H業の実施(協m
5)υIti~'自立支援事業の実路

6)相談窓口の実施と皆l立

7)防災ボランティア組織の構築

|山山一委川股
ii協議会との定期恕談会の実}{I!i

2.在宅福祉サービスの総合的・実践的推進

事業I足分 民体的事業

I住宅福祉活動 1)除勺サービスのうた胞

の推進 2)除台機の貸出し

2.心身障がい者 1)身体障がい苫福祉協会、手をつ

福祉活動の椴 なく可晃の会への助成

進 2)身体障がい首への交通貨助成

3)心身防がい者福祉事業の説;!:l't研究

3回向齢者福祉活 1)ふれあい広J誌の開催

弱Jの推進 2)牛きがいディサービス事業の実施

事 業 計 画

事業の概要

必要に応じて随時開催

年2凶
監~監rtの実施(四半期毎)

社協だよ り

谷組事業について総合的に検討すると与門委員会の開催

共liiW全委只会 ・ボランティアセンタ一連常委員会 ・身体障がい釘

福祉協会、遺族会、右人クラブ述合、午きがい活動事業凶

|福祉の専門隙てしての事務局体制の笠備を図る

祉協の組織をPRし、会只会費制度の普及と新会員の加入促進を図る。

財源の確保のため。ド業の凡直しにより、地域福祉の向 kを|文lる。
祉協PRを含めた町民参加を[:xlり、財源の航保に勿める.

i自社協が受，;~している日常自伝支W'Ji業を必要とされる対象者の平IJJIJ
の地i1主と福祉の促進に努める。

地域住民の利便をX'l置し、福祉関係のいかなる相談も、関係機関につなぐ

ための相ぷ窓口をPR等周知し、 i岱{.fしている福祉を取り巻くニーズとz凍題

を見極め解決へ渇く指際づくりと社協への理解を深める.

防災ボランティア活動の受tt側 ・支援側双}jの連携する体制を械築するた

め、道社協 ・管内市町村との協定等をすすめる 1・

懇談会を実施し、福祉:;;+!題の共有と実態状況の肥渥を図り、福祉の促進に

鍔める。

| 114 業の慨要

t包モ町からの受託事業、住宅福祉の 4 翼を和eう。

，\~r，始ð' flt帯，6，け除雪機貸出し、冬期間の克雪を目的に在宅福祉活動の
向上を図る。

身体陥がい者運営活動の支援、手をつなぐ綴の会への助成援助

ハイヤーチケット助成事業の実施。

心身障がい音福祉事業の凋夜研究により、福祉の促進を~る。

高齢(Jと子供述の交流を通じて、ふれあい運動の実践に務める。

I曽毛田fからの受託事業，高齢&福祉対策の一翼を担う。

3)生きがいディサービスの出前実践 生きがいディサービス利用者の拡大と予防介護を目的として各自治会を

iiliじ出前サービス実施。

4)在一人クラブ連合会への助成援助 |連合会巡常活動の支緩に対する助雌助。

5)一て位代交流事業への助成援助 情毛小学校、暑2芸大学

6)再建:大'γ 急速な社会ニーズに適川する教益と生活妓術の研修を閃る。

7)生活支俊サービスの実施 生きがい事業団を設立、尚齢期でもI也成活動や社会n献iUVJに参加す

る人材として、生活支援サービス活動等により地域を支える)Jの e屑

充尖を図る。

8)沼知症サホーターの岱及 地毛田Iとt6H1しょZ知症サホーターを益成する議官会を実施、誰もがtJ

らしやすい地域づくりを目指す。

9)高齢(J向け食事会の実施 j虫肘向指令(5"、高齢 tfのみ|町~rを主体に孤立の解消と居場所(サロン的)
の提供をし、，0j(j(，l者福祉の促進を凶る。

4低所f叩 ll)主i.!i山貸付山 低所得青、身体附がい育、 !匂齢者、隙隙ffの臼立更生と生活の安定を図る

活動の推進 2)被災計得への擁護 火災等の被災世fi?に対し、見舞金を贈る

5 共同~~泡Bリj 1)共同募金運動への協力、配分事業 街頭募金、地域必金等、イベント時募金の実施。

の後進 の実施 共同募金日1!1o}Jによる配分事業の実施 ・赤い羽線共同募金配分事業

除雪サービス、ふれあい広J号、社協だより、 :世代交流 ・成末たすけ

あい~}金配分すI業

低所f~} 斉家庭、知的障がい宮家庭、母子・父子家庭、高齢古家庭等の
支J妻、おせち料理サーピス~~

6.符団体への助 1)1手「会、 i立族会、町民スクール 母子会、遺族会辺!'I~~・活動の支援、町民スクールに対する助成援助の実』画。

成援助 への助成緩助

3.ふれあいのまちづく り推進

事業医分 只体的事業 、事 業 の 概 要
ト一一

Iボランティア 1)ボラ ンティアセンターへの助成 ボランティアセンタ一日li営活動の支緩生活環境の改善を|文!る。

センタ一機能 2) 独居E人主窓のビニール張り 'l(~のった絡 生活環境の改自らをl刈る。

の充実 3) 生きがいディサービス$~への協)J 参加者相互の交流、 会話などの俊助。

4)ボランティア登録制度のIF及と育成、 活動の岱及拡大と的極的な支段に勿め、地域住民のボランティアに

i，!i，iJ支緩 対する需要と供給を杷縦し、調笠する。
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2.生きがい活動 l)ilI!符委員会への文T! 事業問主II常ifrff}/の支援
事業団の活動 2)受託事業の支援 田Iからの{Ë~盛繋{(tjなどの委託を受け11.4附宵・などの社会参加をr:<1 り 、
支緩と推進 牛ーきがいの1l}JI主をl刈る.

3) 事業凶の育成、活動支þ~ 活動のfnklJl;大と、活動の凋笠を|刈る.

3.福祉教育の維Jf主 1)児市・生徒のボランティア活動 児1江.'4:従のボランティア活動の育成後日)Jを進め、福祉教育をJ並進する.
の般進 .J{'l1:小学校 '.li'l1:中学校

2)ふれあい郵便・J'業への助成t耳切J 高齢百・の a 人fJらしの処独!惑を全校児m生徒からのお便りにより心のケア

を図る.

4児rit-ff少年 1) .fども会育成1ド;tの俊助 「ども会n/lt連絡協議会に対し助成限切Jする.

対策の推進 2) 占少年健全育成 )Jj~のø[l)J If少年位全ffJ&41t進協滋会にあfし助成~U)Jする.

5.明るい町づく 1)保謎司会への助成 明るい町づくりを推進するため保沼司会に助成援助する.

りの41t進

4.各種研修事業への積極的参加

事業区分 具体的 'Jc ~ I !jJ ; t の 慨 要

1.各種側室会への I 1)各陣研修会への参1m
参加

|祉協役股U，)I!:ぴに滑担者に対しw倒的な参加を促し、福祉人材航保と

|i閣のrt'll-.lこ苦手める.

2.研修会の企画実施 1)符団体の研修会の実路 |社向u並びに社協の所u'T;;'o-f.JIf-!>:の会日仰に附附
進と拡大を図るため研修会を実施する.

5.広報活動の推進

事業区分 | 具体的・J~ 業 | 以 来 の 慨 要

1.広報活動の推 I 1)社協だよりの先行 |社協だよりを発行(年2阿)する.

進 I 2)町広報の活用 | 町広報及び防災無線の活用、パンフの折込(年2~)を行う.

平成28年度資金収支予算書
科 目

般会員 収 入

特別会以 収
賛助会 μ 収

寄附~収

町補助金収入

道社協補助金収入

本年度予算 説 明

町民の皆様から納入していただいている会費。

社協への苦，なの寄附金

増毛町からの補助金

北海道社会福祉協議会からの助成金

共同必金配分金 l収入 2，400，000 I共同募金からの助成金

町 受 託 金 収斗__3_.892，000l也三の委託 ・j ~ Xi 7~ (除雪 ・生きがいディサービス)

道社協受，;t1l収入 I 10，000 日常生活白立文扱事業委託料

竺主主二日、配当也入 「 ー7.00o. fi.HIi:&金特別会五石両陥
その他の収入 52，000 維収入

収 入 社 (1) 14，223，000 

職 貝 給 料 支 出 5.296，000川日I限説只21名y可l'臨H寺判Jf，服!時品μl名

法定福利 1世T支出 I 919，000 I J略員2名 .臨H

事 j業佐 1伐t 支 出 I 49引1.000 車両1佐1(• i消内粍品1伐~ .手数料 .災古見i鋒!漆草金
事 務 的 支 出 I 2.134.000 福利j学生白 ・ 旅t~交通費 ・ 研修研究t~ . 事務消耗品t~

通信運慨世 ・会議tt_(. 広報岱 ・ 業務委託1~ .保険料

賃貸料 ・ 租税公課 ・ 保守料 ・ 渉外1~ ・ 諸会費 ・ 雑1~

(llq，~:円)

a 般募金配分金支出

歳末たすけあい配分金支出

助成金支出

ふれあい広均的 ・ 二世代交流ï~ . 在宅福祉活動7t~ . 福祉推進対策j~

低所得(t援池

心身院がい者福祉ft . 児童福祉活動支援t~ .老人福祉活動支援費

・ 母子、寡婦i福祉活動支l~j~ . ボランティア育成時 ・ 遺~援護費 ・ 社会福祉推進1~

支 u: 社 (2) 13，770，000 

5 

) 

7 
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資金収 支差頼 (3)=(1ト (2)I 453，000 

施設整備等収入計 (4)

施設整備等支出計(5)

値設整信等賞金収支差額(6)=(4)ー(5) 01 

積立 資産 取 IJJi収入

その他 の活動収入計 (7) 。
般 i-AL F・ 資 jl'f 3トι4 出 12.000 地域福祉基金特別会計繰出金 ・運用財産 ・愛情銀行

そ の 他 活動支出 164.000 北海道民間社会福祉事業職員共済会
一その他の活動支出 計 (8) 176.000 

その他活動賞金収支差額(9)= (7)ー(8) ム176，000

予 備 7~ 支 出(10) 869.546 予備費

雪期資金収支差額合計(11)=(3)+的)+(9)ー(10) 6592，546 

前則末支払資金 残 高 (12) 592，546 

>1] JUJ~支払資金残 I';~ (11) + (12) 0， 

〈う _，...園、，ーー・聞、，、，・官 官 T E-ーヨ.
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| 社会福祉法人増毛町社会福祉協議会役員 ト|

り社 協だ よ

智

由美子

吉照

光夫

初芽

弘

人

昭

巴

子

詞

府

尚

光

敏

幸

仁

克

島

藤

西

引

木

田

倉

井

田

本

村

山

中

安

小

櫛

横

吉

松

武

豊

原

西

青

百合子

治一

京子

良知子
暁玄:

佳代 f
昌之

)JII代子

秀夫

平菌

研 一

鉄平

和司

藤

馬

力

藤

林

田

口

田

烏

間

畠

藤

伊

対

神

佐

谷

小

窪

山

富

妻

本

高

伊

ぷ;足只

勢津子

子

潔

加寿子

弓

忠

昭

井

佐 藤

五円市

大中

仙 北

mf 

石

玉

治

男

男

彦

史

織

温

正

岩

輝

秀

達

花

映

昂

虫干

橋

田

P 

谷

山

雨

南

海

棚

織

林

市

水

会長

副会長

理

監事

| 増毛町ボランティアセンター運営委員会(任期目印月 1日~同町月山 1 
) 

4月の総会において次の通り、役員が改選になりました。

之

児

子

織

弘

師

悦

呑

桂

津

水戸

佐々木

子

子

己

子

孔

玲

一

位

村

雌

川

坂

阿

佐

立

石

，f
子
，
f
子

鈴

幸

令

都

田

本

田

橋

池

坂

多

高

鉄 平

昭学

美代子

澄 江

岩男

畠

森

的

浦

山

高

金

佐

三

南

映 二

早苗

照 美

千秋

加寿子

瑞浩

・，1.

谷
烏
木
林
北
一
戸
田

委員長甲

副委只長妻

運営委員鈴

{山

水
三ヒ
仁3

増毛町生きがい活動事業団
会 員 募集中!!

社会福祉法人増毛町社会福祉協議会では元気なシニア世代及び就労していない女性などが、

みなさんの経験と特技を生かして社会に参加していただく場を作る目的として「増毛町生

きがい活動事業団Jを設立し、平成28年度から活動を始めています。

。花植えや草刈など、町からの委託を受けて実施しています。

O会員の要件(下記の2条件を満たす方)
-増毛町在住で、常時の就労をしていない人

-健康な人で、臨時的かつ短期の仕事及びその他軽易な業務を通じて、

労働能力を活用した生きがいの充実や社会参加などを希望する人。

。会費
・年会費500円です。(保険料に充当します。)

O申込み
-社会福祉協議会に連絡してください。加入巾込書をお送り(お渡し)いたします。

自らの

| 増毛町生きがい活動事業団運営委員会(任期平成m年3月2…即時叩7日I
直

也
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早

岡
山
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大

妻
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潔

草

辺
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勝
中
田

博

伊

大

吉

) 11 山

勢沖子

京子

秀治

男

井

力

田

春

石

神

米

品IJ委日長安藤

安 IJ:長由美子

佐 雌良知子

南山岩男

彦

底

之

彦

秀

克

H
出
寿

楠

山

田

施

委員長棚

運営委員 rr
窪

布
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ご寄附ありがとうございました

前号以後の増毛町社会福祉協議会に対するご寄附についてお名前をお知らせし

あたたかいお志に心よ り感謝申し上げます。

(葬儀香典の一部)義 様勝回。村(葬儀肴典の ，部)徳様秀。笹

(葬儀香典の一部)子 様和向島。鹿。 自宅 寺 婦人部様 (社会側:ltのために)

(葬儀香典の一部)

。なごみ酒場実行委員会様
(社会福祉のために)

美 様里藤。佐。 増毛町役場職員組合青年部様 (社会福祉のために)

。子供ものづくり
代表土橋 文夫 様 (社会制祉のために)

&ω羽観参亀岡事盆
匪孟ヨE喜三E誌主面圃M・E・I・1・E

今年も10月1日から始まります。 10月1白砂12月318

各町村での募金額に対して翌年度に配布される(使 うことができる)金額が決まり ます。

27年度の増毛町の募金額は1.171.732円でした。皆様の善意は、下記の表のとおりに使われます。

皆様のあたたかいご協力をお願いいたします。

平成28年度の配分先 | 配 分 額 備

除雪サービス → 250.000 高齢世帯の除雪サービス事業

三世代交流事業 70.000 地域住民の異世代間交流(増毛小・暑寒大学)

ふれあい広場 280.732 ふれあい広場開催経費

社協だより発行 1 200，000 社協だよりの発行経費

募金経費 80，000 増毛町共同募金事務経費 ・活動資金
地方共募分担額 15，000 地方共募分担額

地方共募関連事業への助成分担額 I 40，000 地方共募委員会各福祉団体助成
道地頃配分金 | 236，000 全道地域での配分

合 計 1 ， 1 7 1 ，732 27年度募金合計

。

1) 

考

-・・・・・・・.........
・・・・・・・・・・・・・・・・. . 

-. . . . . . 

事~+tl14泊、~R\童 f鍾量~m1姐~J直面紅色
軍JーJ事費E〆，jJr4畏I切I)f!)普賢'JIb~

増毛町社会福祉協議会では、毎年町民の皆さまに会員加入のお願いをしています。また、 地域におけ

る福祉の発展のため、 地域で活躍されている団体 ・事業などにもご協力をお願いしています。

会員加入とは、社協の運営やサービスの参加 ・協力を金銭面でお願いするものです。皆さまから寄せ

られた会費は、社協の運営費や福祉サービス事業の財源と して使わせていただき、幅広く地域福祉を推

進するために活用されています。.2垂さ苦言・ @ー般会費(ーロ)500円@特別会費(ーロ)2，000円@賛助金費 10，000円
一一← 加入について、電話等でご港絡いただければ職員が伺います。

摺毛町社会福祉協議会TEL53-3600 
• •• •• •. •• •. •• •. •• •. •• •. •• •. •• •. •• •. .• •• 
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